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(57)【要約】
【課題】組付作業性を良好にできるＬＥＤランプおよび
ＬＥＤ照明器具を提供する。
【解決手段】ＬＥＤランプ１０は、複数のＬＥＤユニッ
トと、一対の口金１３と、複数のピン１５と、を有し、
口金１３が、互いに略入れ子状に連結された外側筒部２
０および内側筒部２１を備え、外側筒部２０と内側筒部
２１との間に、第１溝部２２と、第２溝部２３と、第３
溝部２４と、第１溝部２２、第２溝部２３および第３溝
部２４に沿って摺動可能な突起２５とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光性を有する筒部に収容され、かつ、前記筒部の長手方向に沿って配列された複数の
ＬＥＤユニットと、
　前記筒部の長手方向両端部にそれぞれ設けられた一対の口金と、
　前記各口金のうちの少なくとも一方における端面に設けられた複数のピンと、を有し、
　前記口金が、
　互いに略入れ子状に連結された外側筒部および内側筒部を備え、
　前記外側筒部と前記内側筒部との間に、
　前記外側筒部の内周面および内側筒部の外周面のうちの一方における周方向に沿う第１
溝部と、
　前記第１溝部に連続し、前記筒部の長手方向に沿って延びる第２溝部と、
　前記第１溝部に連続し、前記第２溝部と同じ方向に延びるとともに前記第２溝部に対し
て平行、かつ、前記第２溝部の連続方向長さと異なる連続方向長さを有する第３溝部と、
　前記外側筒部の内周面および前記内側筒部の外周面のうちの他方に設けられ、前記第１
溝部、前記第２溝部および前記第３溝部に沿って摺動可能な突起とを備えるＬＥＤランプ
。
【請求項２】
　請求項１に記載のＬＥＤランプにおいて、
　前記外側筒部の内側底面と前記内側筒部の外側底面との間に介装された弾性部材を備え
るＬＥＤランプ。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のＬＥＤランプが取り付けられたＬＥＤ照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤを有するＬＥＤランプおよびＬＥＤランプを光源として天井面等に設
置されるＬＥＤ照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、口金に、ソケットから電力の供給を受けるピンと、ＬＥＤユニットに接続さ
れる接続部と、ピンと接続部との間の距離を変更するアジャスタ部と、を備えたＬＥＤラ
ンプが知られている（例えば、特許文献１参照）。
　特許文献１は、アジャスタ部に弾性部材を有し、弾性部材の弾性力によりピンと接続部
とを接続している。
　また、特許文献１は、口金に、雄ねじが形成されており、雄ねじがＬＥＤユニットの雌
ねじに螺合されることによりアジャスタ部がＬＥＤユニットに取り付けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－７０８１０号公報（図１、請求項４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１は、連結するＬＥＤユニットの個数の変更に併せて、多様な蛍光灯用照明器
具に適用できる。
　しかし、特許文献１は、アジャスタ部をＬＥＤユニットに取り付けるのに、口金に形成
されている雄ねじをＬＥＤユニットの雌ねじに螺合させなければならない。
　従って、特許文献１は、接続時に、雄ねじを雌ねじに対して回す面倒な作業を行うこと
になって組付作業性が良好ではない。
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【０００５】
　本発明は、前述した課題を解決するためになされたものであり、その目的は、組付作業
性を良好にできるＬＥＤランプおよびＬＥＤ照明器具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るＬＥＤランプは、透光性を有する筒部に収容され、かつ、前記筒部の長手
方向に沿って配列された複数のＬＥＤユニットと、前記筒部の長手方向両端部にそれぞれ
設けられた一対の口金と、前記各口金のうちの少なくとも一方における端面に設けられた
複数のピンと、を有し、前記口金が、互いに略入れ子状に連結された外側筒部および内側
筒部を備え、前記外側筒部と前記内側筒部との間に、前記外側筒部の内周面および内側筒
部の外周面のうちの一方における周方向に沿う第１溝部と、前記第１溝部に連続し、前記
筒部の長手方向に沿って延びる第２溝部と、前記第１溝部に連続し、前記第２溝部と同じ
方向に延びるとともに前記第２溝部に対して平行、かつ、前記第２溝部の連続方向長さと
異なる連続方向長さを有する第３溝部と、前記外側筒部の内周面および前記内側筒部の外
周面のうちの他方に設けられ、前記第１溝部、前記第２溝部および前記第３溝部に沿って
摺動可能な突起とを備える。
【０００７】
　本発明に係るＬＥＤランプは、前記外側筒部の内側底面と前記内側筒部の外側底面との
間に介装された弾性部材を備える。
【０００８】
　本発明に係るＬＥＤ照明器具は、ＬＥＤランプが取り付けられた。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係るＬＥＤランプおよびＬＥＤ照明器具によれば、組付作業性を良好にできる
という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係る一実施形態のＬＥＤランプおよびＬＥＤ照明器具の分解斜視図
【図２】本発明に係る一実施形態のＬＥＤランプの給電側口金の分解側面図
【図３】本発明に係る一実施形態のＬＥＤランプの給電側口金の第１寸法設定時の側面図
【図４】本発明に係る一実施形態のＬＥＤランプの給電側口金の第２寸法設定時の側面図
【図５】本発明に係る一実施形態のＬＥＤランプの変形例の分解外観斜視図
【図６】本発明に係る一実施形態のＬＥＤランプの他の変形例の分解外観斜視図
【図７】本発明に係る一実施形態のＬＥＤランプの他の変形例の分解外観斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明に係る一実施形態のＬＥＤランプおよびＬＥＤ照明器具について図面を参
照して説明する。
　図１に示すように、本発明に係る一実施形態の直管型ＬＥＤランプ１０を装備するＬＥ
Ｄ照明器具５０は、器具本体５１と、器具本体５１の一端部に取り付けられた給電側ソケ
ット５２と、器具本体５１の他端部に取り付けられた接地側ソケット５３とを備える。
【００１２】
　直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側ソケット５２と接地側ソケット５３とに電気的に接
続されて機械的に取り付けられる。
　そして、ＬＥＤ照明器具５０は、直管型ＬＥＤランプ１０の上方に配置されて器具本体
５１に取り付けられる反射板５４を備える。
　ＬＥＤ照明器具５０は、天井面９０に直接設置されるベースライトである。
【００１３】
　器具本体５１は、厚みの薄い金属製板部材を折曲することにより下方を開口させて成形
されている。
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　器具本体５１は、複数のねじ孔５５を有し、これらねじ孔５５に、天井面９０に設けら
れている固定ねじ９１が挿通される。
　そして、器具本体５１は、下面において固定ねじ９１に座金９２が挿通され、固定ねじ
９１に締結部材９３がねじ込まれることにより天井面９０に取り付けられる。器具本体５
１には、天井面９０から外部電源９４が引き込まれる。
【００１４】
　反射板５４は、器具本体５１と同様に、金属製板部材により逆山形状に形成されており
、下面が反射機能を有する白色や乳白色に塗装されている。
　反射板５４は、両端部に、給電側ソケット５２および接地側ソケット５３を挿入させる
ための給電側ソケット孔５６および接地側ソケット孔５７を有する。
【００１５】
　直管型ＬＥＤランプ１０は、透光性を有する筒部であるガラス管１１に収容され、かつ
、ガラス管１１の長手方向に沿って配列された複数のＬＥＤユニット１２と、ガラス管１
１の長手方向両端部にそれぞれ設けられた給電側口金１３および接地側口金１４とを備え
る。
【００１６】
　直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３の端面に複数の給電側ピン１５を有し、接
地側口金１４の端面に単一の接地側ピン１６を有する。複数の給電側ピン１５は、外方に
向けて屈曲した形状に形成されている。
　なお、給電側ピン１５および接地側ピン１６の数は、図示した２本の給電側ピン１５お
よび１本の接地側ピン１６に限定されず、例えば、色温度等の光学特性が異なる複数種の
ＬＥＤユニット１２を搭載する場合等の内部回路に応じて適宜設定される。
【００１７】
　直管型ＬＥＤランプ１０は、ＬＥＤユニット１２に、複数のＬＥＤ１７がガラス管１１
の軸方向に封止されたＬＥＤ基板１８を有する。
　ＬＥＤユニット１２は、コ字形状に形成されてＬＥＤ基板１８に固定されたヒートシン
ク１９を含む。
【００１８】
　直管型ＬＥＤランプ１０は、被照射対象に向けた照射範囲がガラス管１１の全周に対し
て１／２ないし２／３である。
　直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側ソケット５２に給電側口金１３の給電側ピン１５が
挿入されるとともに、接地側ソケット５３に接地側口金１４の接地側ピン１６が挿入され
た後にあらかじめ定められた角度だけ回動される。
　これにより、直管型ＬＥＤランプ１０は、ＬＥＤユニット１２の光軸方向を床面に向け
た配光特性を設定される。
【００１９】
　直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側ソケット５２から給電された直流電流が給電側ピン
１５から接地側ピン１６を通じて接地側ソケット５３に流れる。
　これにより、直管型ＬＥＤランプ１０は、ＬＥＤ基板１８に有する不図示のプリント回
路に直流電流が供給されてＬＥＤ１７が発光される。
【００２０】
　図２に示すように、直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３が、互いに略入れ子状
に連結された外側筒部２０および内側筒部２１を備える。
　外側筒部２０は、その内径寸法が内側筒部２１の外径寸法よりもわずかに大きく形成さ
れている。
　また、内側筒部２１は、その外周面に、外側筒部２０の内周面における周方向に沿う第
１溝部２２を設けている。
【００２１】
　そして、内側筒部２１は、その外周面に、第１溝部２２に連続し、ガラス管１１の長手
方向に沿って延びる第２溝部２３を設けている。
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　さらに、内側筒部２１は、第１溝部２２に連続し、第２溝部２３と同じ方向に延びると
ともに第２溝部２３に対して平行、かつ、第２溝部２３の連続方向長さよりも短い連続方
向長さを有する第３溝部２４を設けている。
【００２２】
　一方、外側筒部２０は、その内周面に、コ字形状に配置されている第１溝部２２、第２
溝部２３および第３溝部２４に沿って摺動可能な突起２５を設けている。
　さらに、直管型ＬＥＤランプ１０は、外側筒部２０の内側底面２６と内側筒部２１の外
側底面２７との間に弾性部材２８を備えている。
　弾性部材２８は、引張スプリング等であり、両端部が外側筒部２０および内側筒部２１
に係止されることにより、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き寄せる弾性反発力Ｆ１
を蓄積している。
【００２３】
　直管型ＬＥＤランプ１０は、外側筒部２０の外側底面２９に、ＬＥＤユニット１２のＬ
ＥＤ基板１８に有するプリント回路に電気的に接続される複数の給電側ピン１５が配置さ
れる。
　直管型ＬＥＤランプ１０は、外側筒部２０の内側底面２６と内側筒部２１の外側底面２
７との間に弾性部材２８を収容した後に、内側筒部２１に外側筒部２０が被着される。
　そのため、直管型ＬＥＤランプ１０は、外側筒部２０の突起２５が、内側筒部２１の第
１溝部２２、第２溝部２３および第３溝部２４のうちのいずれかに嵌入可能に組付けられ
る。
【００２４】
　次に、直管型ＬＥＤランプ１０の作用について説明する。
　図３に示すように、最初に、外側筒部２０の突起２５が、内側筒部２１の第２溝部２３
の端部に配置される。
　このとき、弾性部材２８は、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き寄せる弾性反発力
Ｆ１を蓄積しているために、外側筒部２０の突起２５が内側筒部２１の第２溝部２３の端
部に付勢されて保持される。
　従って、直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３の端面から接地側口金１４の端面
までのランプ長が第１寸法Ｌ１に設定される。
【００２５】
　図４に示すように、外側筒部２０が図４中の右方向に引っ張られた後に、外側筒部２０
が図４中の右方向から視て反時計回転方向に回動される。
　外側筒部２０が図４中の右方向から視て反時計回転方向に回動されることにより、外側
筒部２０の突起２５が、内側筒部２１の第２溝部２３から第１溝部２２を経由して第３溝
部２４に配置される。
【００２６】
　このとき、弾性部材２８は、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き寄せる弾性反発力
Ｆ１を蓄積しているために、外側筒部２０の突起２５が内側筒部２１の第３溝部２４の端
部に付勢されて保持される。
　従って、直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３の端面から接地側口金１４の端面
までのランプ長が、第１寸法Ｌ１よりも長さ寸法Ｌ３だけ大きい第２寸法Ｌ２に設定され
る。
【００２７】
　次に、本発明に係る直管型ＬＥＤランプ１０の変形例について説明する。
　図５に示すように、本変形例は、内側筒部２１が、その外周面に、外側筒部２０の内周
面における周方向に沿う第１溝部３０を設けている。
　そして、内側筒部２１は、その外周面に、第１溝部３０に連続し、ガラス管１１の長手
方向に沿って給電側ピン１５に向けて延びる第２溝部３１を設けている。
【００２８】
　さらに、内側筒部２１は、第１溝部３０に連続し、第２溝部３１と同じ方向に延びると
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ともに第２溝部３１に対して平行、かつ、第２溝部３１の連続方向長さよりも短い連続方
向長さを有する第３溝部３２を設けている。
【００２９】
　一方、外側筒部２０は、その内周面に、第１溝部３０、第２溝部３１および第３溝部３
２に沿って摺動可能な突起３３を設けている。
　さらに、直管型ＬＥＤランプ１０は、外側筒部２０の内側底面２６と内側筒部２１の外
側底面２７との間に弾性部材３４を備えている。
　弾性部材３４は、圧縮スプリング等であり、両端部が外側筒部２０および内側筒部２１
に係止されることにより、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き離す弾性反発力Ｆ２を
蓄積している。
【００３０】
　本変形例は、最初に、外側筒部２０の突起３３が、内側筒部２１の第３溝部３２の端部
に配置される。
　このとき、弾性部材３４は、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き離す弾性反発力Ｆ
２を蓄積しているために、外側筒部２０の突起３３が内側筒部２１の第３溝部３２の端部
に付勢されて保持される。
　従って、直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３の端面から接地側口金１４の端面
までのランプ長が短い第１寸法に設定される。
【００３１】
　次に、外側筒部２０が図５中の右方向に引っ張られた後に、外側筒部２０が図５中の右
方向から視て反時計回転方向に回動される。
　外側筒部２０が図５中の右方向から視て反時計回転方向に回動されることにより、外側
筒部２０の突起３３が、内側筒部２１の第３溝部３２から第１溝部３０を経由して第２溝
部３１に配置される。
【００３２】
　このとき、弾性部材３４は、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き離す弾性反発力Ｆ
２を蓄積しているために、外側筒部２０の突起３３が内側筒部２１の第２溝部３１の端部
に付勢されて保持される。
　従って、直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３の端面から接地側口金１４の端面
までのランプ長が、第１寸法よりも大きい第２寸法に設定されることになる。
【００３３】
　次に、本発明に係る直管型ＬＥＤランプ１０の他の変形例について説明する。
　図６に示すように、本変形例は、外側筒部２０が、その内周面に、内側筒部２１の外周
面における周方向に沿う第１溝部３５を設けている。
【００３４】
　そして、外側筒部２０は、その内周面に、第１溝部３５に連続し、ガラス管１１の長手
方向に沿って延びる第２溝部３６を設けている。
　さらに、外側筒部２０は、第１溝部３５に連続し、第２溝部３６と同じ方向に延びると
ともに第２溝部３６に対して平行、かつ、第２溝部３６の連続方向長さよりも短い連続方
向長さを有する第３溝部３７を設けている。
【００３５】
　一方、内側筒部２１は、その外周面に、第１溝部３５、第２溝部３６および第３溝部３
７に沿って摺動可能な突起３８を設けている。
　さらに、直管型ＬＥＤランプ１０は、外側筒部２０の内側底面２６と内側筒部２１の外
側底面２７との間に弾性部材３９を備えている。
　弾性部材３９は、引っ張りスプリング等であり、両端部が外側筒部２０および内側筒部
２１に係止されることにより、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き寄せる弾性反発力
Ｆ１を蓄積している。
【００３６】
　本変形例は、最初に、内側筒部２１の突起３８が、外側筒部２０の第２溝部３６の端部
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に配置される。
　このとき、弾性部材３９は、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き寄せる弾性反発力
Ｆ１を蓄積しているために、内側筒部２１の突起３８が外側筒部２０の第２溝部３６の端
部に付勢されて保持される。
　従って、直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３の端面から接地側口金１４の端面
までのランプ長が短い第１寸法に設定される。
【００３７】
　次に、外側筒部２０が図６中の右方向に引っ張られた後に、外側筒部２０が図６中の右
方向から視て時計回転方向に回動される。
　外側筒部２０が図６中の右方向から視て時計回転方向に回動されることにより、内側筒
部２１の突起３８を、外側筒部２０の第２溝部３６から第１溝部３５を経由して第３溝部
３７に配置させる。
【００３８】
　このとき、弾性部材３９は、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き寄せる弾性反発力
Ｆ１を蓄積しているために、内側筒部２１の突起３８が外側筒部２０の第３溝部３７の端
部に付勢されて保持される。
　従って、直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３の端面から接地側口金１４の端面
までのランプ長が、第１寸法よりも大きい第２寸法に設定されることになる。
【００３９】
　続いて、本発明に係る直管型ＬＥＤランプ１０の他の変形例について説明する。
　図７に示すように、本変形例は、外側筒部２０が、その内周面に、内側筒部２１の外周
面における周方向に沿う第１溝部４０を設けている。
【００４０】
　そして、外側筒部２０は、その内周面に、第１溝部４０に連続し、ガラス管１１の長手
方向に沿って給電側ピン１５に向けて延びる第２溝部４１を設けている。
　さらに、外側筒部２０は、第１溝部４０に連続し、第２溝部４１と同じ方向に延びると
ともに第２溝部４１に対して平行、かつ、第２溝部４１の連続方向長さよりも短い連続方
向長さを有する第３溝部４２を設けている。
【００４１】
　一方、内側筒部２１は、その外周面に、第１溝部４０、第２溝部４１および第３溝部４
２に沿って摺動可能な突起４３を設けている。
　さらに、直管型ＬＥＤランプ１０は、外側筒部２０の内側底面２６と内側筒部２１の外
側底面２７との間に弾性部材４４を備えている。
　弾性部材４４は、圧縮スプリング等であり、両端部が外側筒部２０および内側筒部２１
に係止されることにより、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き離す弾性反発力Ｆ２を
蓄積している。
【００４２】
　本変形例は、最初に、内側筒部２１の突起４３が、外側筒部２０の第３溝部４２の端部
に配置される。
　このとき、弾性部材４４は、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き離す弾性反発力Ｆ
２を蓄積しているために、内側筒部２１の突起４３が外側筒部２０の第３溝部４２の端部
に付勢されて保持される。
　従って、直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３の端面から接地側口金１４の端面
までのランプ長が短い第１寸法に設定される。
【００４３】
　次に、外側筒部２０が図７中の右方向に引っ張られた後に、外側筒部２０が図７中の右
方向から視て時計回転方向に回動される。
　外側筒部２０が図７中の右方向から視て時計回転方向に回動されることにより、内側筒
部２１の突起４３を、外側筒部２０の第３溝部４２から第１溝部４０を経由して第２溝部
４１に配置させる。
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【００４４】
　このとき、弾性部材４４は、外側筒部２０を内側筒部２１に常時引き離す弾性反発力Ｆ
２を蓄積しているために、内側筒部２１の突起４３が外側筒部２０の第２溝部４１の端部
に付勢されて保持される。
　従って、直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３の端面から接地側口金１４の端面
までのランプ長が、第１寸法よりも大きい第２寸法に設定されることになる。
【００４５】
　このような直管型ＬＥＤランプ１０は、給電側口金１３の端面から接地側口金１４の端
面までのランプ長が、給電側ソケット５２と接地側ソケット５３とのソケット間距離より
も短いＬＥＤ照明器具に取り付ける場合に適用される。
　そして、直管型ＬＥＤランプ１０は、ランプ長が第１寸法よりも大きい第２寸法に設定
されることにより、ソケット間距離が長いＬＥＤ照明器具に、何らの支障もなく取り付け
できる。
【００４６】
　以上、説明した本発明に係る一実施形態の直管型ＬＥＤランプ１０によれば、従来のも
のようにねじのねじ込みを行う必要がない。
　従って、直管型ＬＥＤランプ１０によれば、ワンタッチに長さを変更できるので、組付
作業性を良好にできる。
【００４７】
　直管型ＬＥＤランプ１０によれば、外側筒部２０と内側筒部２１との間に弾性部材２８
，３４，３９，４４を介装しているために、外側筒部２０と内側筒部２１とを確実にロッ
クできる。
【００４８】
　ＬＥＤ照明器具５０によれば、ワンタッチに組付けることができる直管型ＬＥＤランプ
１０を装備することにより、組付作業性を良好にできる。
【００４９】
　なお、本発明のＬＥＤランプおよびＬＥＤ照明器具において器具本体、反射板等は、前
述した一実施形態に限定されるものでなく、適宜な変形や改良等が可能である。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　直管型ＬＥＤランプ（ＬＥＤランプ）
　１１　ガラス管（筒部）
　１２　ＬＥＤユニット
　１３　給電側口金（口金）
　１４　接地側口金（口金）
　１５　給電側ピン（ピン）
　１６　接地側ピン（ピン）
　２０　外側筒部
　２１　内側筒部
　２２，３０，３５，４０　第１溝部
　２３，３１，３６，４１　第２溝部
　２４，３２，３７，４２　第３溝部
　２５，３３，３８，４３　突起
　２８，３４，３９，４４　弾性部材
　５０　ＬＥＤ照明器具
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